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高曇りの暖かい春の日、夕方から急に雲行きが怪しくなってきた。

にわか雨がさっと降って、その後に虹が発生。副虹も見える。

またこうやってタイム

ラプスで撮影してみると、

虹の位置がだんだんと南

(画面右)へずれていって

いることがわかる。これ

は虹の光源である太陽が、

(画面外で）右側から後ろ

側へ回り込んでいくため

だ。

スクリーン代わりのうすい雨膜を雲が飲み込み、その雲が残照で茜色に染まる。

撮影は基本放置なので、後になって美しい一瞬の光景があったのだと知らされた。

ちなみに最後の日暮れのシーンで画面にチラチラ映っている黒いものはコウモリであ

る。

通勤でたまに使用する間道に小

さな池があり、例年この時期フジ

の花が咲いている。出勤前に撮影

してみた。

フジはマメ科の植物で、つる性

で樹木に絡みついて成長する。



コンビニで「おーいお茶」を２つ買ってみた。

一つは通常の冷蔵用、もう一つは冷凍用だ。

ペットボトルといえば容量は

500ml と思っていたが、通常版は
600ml、冷凍版は 485mlだった。
通常版は少しでも量を増やして他

社製品との差別化を図るため、冷凍

版は冷凍したときの体積増加（約 1.1
倍）を考慮してのことだと思われる。

面白いのは、体積やキャップの色

以外に、ボトルの形状も違うという

こと。通常版は中央部がややへこん

でいるものの全体としては寸胴型をしているが、冷凍版は斜めにねじったような形にな

っている。冷凍の際の体積増加で横方向へ加わる力をこのねじりによって生じた強度で

打ち消しているものだと思われる。ペットボトルを握 る際にもこのねじり型の方が手

にしっくりくるので、もしかしたら水滴によって滑りやすくなったボトルの落下を防ぐ

目的もあるのかも知れない。


